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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

分析機器工業会（JAIMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業

規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業

規格である。 

これによって，JIS K 0123:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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ガスクロマトグラフィー質量分析通則 

General rules for gas chromatography / mass spectrometry 

 
1 適用範囲 

この規格は，ガスクロマトグラフ質量分析計を用いて，常温で気体又は十分な蒸気圧をもつ安定な有機

化合物，有機金属化合物，無機化合物などの定性分析及び定量分析を行う場合の通則について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0114 ガスクロマトグラフィー通則 

JIS K 0133 高周波プラズマ質量分析通則 

JIS K 0211 分析化学用語（基礎部門） 

JIS K 0214 分析化学用語（クロマトグラフィー部門） 

JIS K 0215 分析化学用語（分析機器部門） 

JIS R 3505 ガラス製体積計 

JIS Z 8000-1 量及び単位－第 1 部：一般 

JIS Z 8000-9 量及び単位－第 9 部：物理化学及び分子物理学 

ISO 17034，General requirements for the competence of reference material producers 

ISO Guide 34:2009，General requirements for the competence of reference material producers 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS K 0050，JIS K 0114，JIS K 0133，JIS K 0211，JIS K 0214，

JIS K 0215，JIS Z 8000-1 及び JIS Z 8000-9 によるほか，次による。 

なお，括弧内の対応英語は参考のために示す。 

3.1 

アナライザー（analyzer） 

質量分離部の総称。分析管ともいう。 

3.2 

イオン化室（ionization chamber） 

イオン源内で，試料分子が電子又は反応イオンと相互作用を起こし，イオンが生成する場所。 


